
62 植物防疫第41巻第2号(1987年）

日本産アワノメイガ属(05加"id)の種の同定と寄主植物
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はじめに

MUTUURAとMunroe(1970)はOs"伽α属の分類学

的研究を発表したが，この研究は主として世界の博物館

所蔵の標本に基づいて行われたもので，寄主植物の明ら

かな標本はきわめて少なかったため，寄主植物の裏づけ

が要望されていた。

Os"航α属は雄の生殖器のuncusの先端の形状に大

きな特徴が見られる。すなわち,uncusの先端が丸く単

純なもの（第1図1),uncusの先端の中央がくぼみ二

分されるもの(bifiduncusgroup)(第1図2)および

先端が三分されるもの(trifidまたはtrilobeduncus

group)(第1図3～24)があり，最後のtrilobeduncus

groupにはEuropeancornborer(0.〃"〃α"s(Hu-

bner))のほか，日本の下記5種が含まれている。

0.九γ"αcα"s(Guenee)

0．0〃g"jα〃sMutuuraetMunroe

0.sc叩脚jα"s(Walker)

0．Zag"〃αeviMutuuraetMunroe

0.zea"s(Guenee)

これらのtrilobeduncusgroupの種は色彩・形態と

もに互いに酷似し，不完全な標本などによる同定はきわ

めて困難であった。また，日本において中須賀(1976),

竹内(1977),斉藤(1981)ら多くの研究者によって，飼

育および記録による寄主植物が報告されたが，これらの

種と寄主植物の関係についても再検討を要するものがあ

った。

このような形態による分類の困難点と寄主植物との

関係を明らかにする目的で，農業環境技術研究所所蔵

の上記研究者らを含む多くの飼育標本と,Canadian

NationalCollection(BiosystematicsResearchCentre,

AgricultureCanada)の所蔵標本を比較再検討する機会

を得たので，参考に供したい。（なお，この研究は，日加科

学技術協力による‘‘害虫の総合管理(IPM)に関する研究'，の

一端として行われた｡）

第1図雄genitaliauncusの形状

1:0.latipe""is2:0．力α/""γα"Jmem"jα"s3～8：

0.んγ"α‘α"*3～5:トウモロコシ,6:ギシギシ，

7：ワタ：フィリピン，8：トーマト）9～10:0.orient-

α">(ハンゴンソウ)11～16:0.scap"α"s(11:セ

イタカタウコギ,12:大麻,13:ホップ,14:タデ

アイ,15:アズキ,16:ゴボウ)17～20:0.zagu"‐

αevi(フキ)21～24:0.zea"J(21:ダリア,22:

アザミ，23，24：ゴボウ）

Ⅱ日本産Osか加加属,tr皿obeduncus

group5種の同定

1検索表（雄）

1.雄の中脚腔節は細く滑らかで,特殊なsexual

scaleを内蔵しない（第2図l～2）・…･･……2

1'雄の中脚腔節は太く膨らゑ,特殊なsexualscale

を内蔵する（第2図3～6)……………･･･……3

2．前迩は淡黄～暗黄褐色まで変異に富む。外横

線は暗褐色で鋸歯状，外方に湾曲し,Gui~

CU2間を斜め内方に横切ってのち，屈曲して

後縁に達する。これに沿う黄色帯は幅広く強

IdentificationofJapaneseSpeciesBelongingtothe

GenusOstriniawiththeHostRelationship.ByIsoko
HattoriandAkiraMutuura
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第2図

1:0.かγ"α‘α"3，

3:0．“α”Jα"s’

5～6:0．zどα〃s，

中脚腔節内側

2:0．orientα〃s’

4:0．Zag脚〃“zﾉi

(6:Mutuura,1970より）

く鋸歯状に屈曲する（第3図1)。寄主植物

は主としてトウモロコシ（イネ科)，ショウ

ガ（ショウガ科)……………………o・んr"αcα"3

2'・前迩は暗褐色。外横線は暗褐色で鋭く鋸歯状

をなすが細く不明りょう。これに沿う黄色帯

は細く鋭い鋸歯状を呈し，強く外方に湾曲し

てのち,CU2に沿って内方に向かい，鋸歯状

に下向して幅広くなり後縁に達する(第3図

2)。寄主植物はハンゴンソウ（キク科）

…....….…………………….………0．0γie"”〃s

3．前迩は黄褐色で黒承を帯びない。外横線は濃

褐色で細く，外方に沿う黄色帯は顕著。やや

強く外方に湾曲し,Cu,～CU2間を斜め内方

に横切ってのち屈曲して後縁に達する（第3

図5）

uncusの両縁は平行に走り，両側のlobeは

丸い（第1図21～24)-sacculusthornは硬

皮板の後方に集合する傾向がある（第4図9

-10)。寄主植物はゴボウ，ダリア，アザミ

類（キク科)。……･･…･……｡｡…･…...o・Zea"3

3'・前迩は暗黄褐色で黒承を帯びる。外横線は黒

第3図雄前趨斑紋(Mutuura)

1:0．かγ"αcα"s,2:0.orientα"s’

3:0．“α〃jα〃j,4:0.zfl̂e""αevi.
5:O．z”〃s

褐色で細く不明りょう，外側に湾曲しCu,と

Cu,間を内方に向かって走り，屈曲して後縁
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輔4世i1$genitalia,sacculusの形状

l～2:0.んγ"αcα"*(I:ショウガ,2:トウモロ

コシ）3～4:0．orie"/α"s(ハンゴンソウ5~

6:0.scapulα"s(5:アズキ,6:オナモミ)7~

8:0.zaguliaevi(フキ)9～10:0．ze""s(9.:ダ

リア,10:ゴボウ）

に達する。

uncusの両縁は前方でやや細まる。sacculus

thornの数，形状は変異が多いが，前．後方

各1本に代表され，両thorn間の距離は長い

（第4図5～8)。…･･…･……･･･………………4

4．前迩長10～12mm,比較的小型。uncusの

両縁は前方に向かって細まる。lobesは一般

に細長く，特に中央のlobeは細長く突出す

ることが多い（第1図11～16)-sacculusは

比較的短い（第4図5～6)。

寄主植物は主としてキク科，マメ科，タデ科

………………………………………0.scα加化〃s

4'.前遡長14～17mm.比較的大型。uncusの両

縁は丸みを帯び，前方でわずかに細まる。

lobesは丸く，太く，中央のlobeは短く，

突出しない（第1図17～20)-sacculusは

比1校的長い。寄主植物はフキ（キク科）

……･･･…･…………．．………………0．ZagⅣ〃“”

2形態

ここに挙げた5種の雌はいずれも中脚脈節は細く滑ら

かで，形態的差異は認められない。また，雌では色彩・

斑紋の変異も大きく，5種を特定することはきわめて困

難であるとはいえ，各種それぞれの特徴を示す。

genitalia:雄ではuncusの形状,sacculusthornの

形状，位侭，雌では第8腹節の背板および腹板の形状に

種の特徴が見られる。

(1)0."加iaft""“α"s(Guenee)アワノメイガ（第

5図l～2）

前趨長雄:10～11mm,雌:11～13mm。

雄：前遡は黄禍～暗黄褐色，ときには赤褐色を帯びる

個体まで変異に富む。内横線の内側，環・腎状紋の間，

外横線の外側，ときには亜外縁線の外側に黄色斑が見ら

れる。外横線は禍色で細く鋸歯状，前縁3/5より発し，

R5まで内方に向かってのち外曲し,Cu,～Cu,間を斜

め内方に向かって走り，屈曲しながら後縁に達する。外

横線の外側に沿う細い黄色帯は強い鋸歯状を呈し，後縁

付近ではIm広くなる。

後迩は淡黄白色。中室，外横線，亜外縁線部は淡褐色

のものが多い。前趨同様色彩には変異が多く，個体によ

っては0．“α”α"sのごとく褐色になるが，外横部の

黄色斑の'幅は広い。

雄の中脚Il'l〈節は細く滑らかである。

雌：前迩は淡黄白～淡黄色。前縁はやや赤承または濃

色を帯びる。内・外横線，亜外縁線，環・腎状紋はやや

m5m

1:0.九γ"α“"s雄
2： 〃 雌

3:0.0γ""/α"＄雄
4：〃 雌

5:0.̂ α〃/α"s雄
6： 〃 雌

7:0.zagiｲ〃αevim
8： 〃 雌

9：0．Zea〃＄ 雄

10： 〃 雌

成虫説明

北海道トウモロコシ

茨城〃

岩手ハンゴンソウ
〃〃

香 川 ア ズ キ
〃〃

秀川フキ
〃〃

長崎ゴポウ
〃〃
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66 植物防疫第41巻第2号(1987年）

赤象を帯びた褐色。外横線の外方への曲がりは比較的緩

やかで，鋸歯状を呈し，斜め内方に向かって後縁2/3に

終わる。

後趨は淡黄白色。褐色の弱い外横線が認められること

が多く，その内方はやや濃色。外縁に沿い暗色鋸歯影が

走る個体が多い。

genitalia雄：uncusの高さは0.orientα"sに比較

してやや低い個体が多い(第1図3～8)osacculusthorn

は0．s‘叩拠〃isに酷似するがsacculusの長さはやや短

い。sacculusthornの数は変異が多いが,2長刺にl小

刺を加えるか，3本あるいは4本に代表されることが多

い（第4図l～2)。

雌：第8腹節の背板は腹方に向かってやや狭まり，腹

方にしわ状の隆起が見られる。腹板は他の4種に比し短

い。

(2)Os"航α0γ伽6α"sMutuuraetMunroe(第5

図3～4）

前迩長雄:12～14mm,雌:13～15mm.

雄：前趨・後迩とも暗褐色。内・外横線，環・腎状紋

は暗色であるが不明りょう。両紋間は不明りょうな淡黄

色斑となる。外横線に沿う細い黄色線は鋭い鋸歯状を呈

し，外方に強く湾曲してCu,の中央部を横切ってのち

Cu,に沿って内方へ走りCU2の1/4点で外曲，屈曲

(2鋸歯）して後縁に達するが，このCUz下の黄色鋸歯

は他4種に比しもっとも鋭く外側に突出する。

後迩の外横線外帯は黄色で幅広く短い。

雄の中脚腔節は細く滑らかである。

雌：やや大型。淡灰黄～淡灰褐色を帯びる。前縁の

内・外横線は灰褐色。亜外縁線から外側は幅広い灰褐色

帯となることが多く，亜外縁部の脈上に細い黄色線が現

れる。外縁線との間の幅広い灰黄色帯は鋭い鋸歯状を示

す。

後迩は淡灰黄～淡灰褐色。灰褐色の外横線の内側およ

び外縁に沿って灰褐色を呈し，その内方に幅広い黄色帯

を残す。

genitalia雄：uncusの中央のlobeは細く突出し，

両側のlobesは0.九γ"α“"sより基部で広くなる（第

1図3)osacculusthornは3～4本の長刺に代表される

ことが多い（第4図3～4)。

雌：第8腹節背板は腹方でやや狭まり，腹板腹方のし

わ状隆起は顕著である。

(3)Os"航αscap〃α"s(Walker)(第5図5～6)

前趨長雄:11～13mm,雌:12～13mm･

雄：前趨は暗褐色あるいは黒褐色で変異が多い。内横

線の内側，環・腎状紋の間，外横線の外側には黄色斑が

形成され，ときには亜外縁部の脈上に細い黄色線が現れ

る。暗褐色の強い個体では各横線は不明りょうとなる。

外横線は前縁の2/3より発して内方に走り,R5で緩や

かに外曲してCu,～CUg間を内方に向かって走り,Cu,

上から後縁まで直下する。外横線に沿う黄色帯は緩やか

な鋸歯状を呈し,CUgの後方で幅広くなる。

後趨は前縁部を除き褐色。黄色の外横線外帯はCu,～

Al間に幅広く短く現れるが暗色の個体ではこの黄色斑

も不明りょうとなる。

雄の中脚腔節は太く膨らゑ，雁節の長さは太さの4倍

前後である（第2図3)。

雌:0.九γ"α‘α"sに酷似するが，前迩の外横線は外方

に強く湾曲し,Cu,～CU2間をやや斜めに内方に向かっ

て走り，屈曲して後縁1/3よりやや内側に達する。後縁

上の内横線と外横線間の距離は後縁の長さの1/4,外横

線の外側に沿う黄色帯は鋭い鋸歯状を示す。

後趨は外縁部に広い黄色帯を残し，淡褐色を帯びるこ

とが多い。淡黄白色の場合には褐色の細い外横線と，外

縁部に沿う淡褐色帯が目だつ。

genitalia雄：uncusの高さは0.かγ"α‘α"sよりや

や高く，両縁は前方で細まる。中央のlobeの形状は三

角状円すい型，側方のlobeはへら状を呈する（第1図

11～16)。sacculusは0.かγ"αcα"sよりやや長い。

sacculusthornの数は変異があるが,2～4本に代表さ

れることが多い。（第4図5～6)。

雌：第8腹節の背板は腹方に向かってやや狭まり，し

わ状の隆起は認められない。腹板は前半部にしわ状隆起

を備える。

(4)Os"航αZag脚"αeviMutuuraetMunroe(第

5図7～8）

前迩長雄:12～16mm,雌:13～17mm・

雄：前後趣の色彩・斑紋は0.sc叩〃α"sに酷似する

が，体は大型。前迩の外横線は暗褐色であるが細く不明

りょう，外側に沿う細い黄色帯で縁取られて,Cu,のほ

ぼ中央を横断する(sc叩"jα"sではCu,の2/5を横断

する)。後縁上の内横線と外横線間の距離は2/5で，5

種中もっとも長い。

後迩は外横線外帯の黄色紋が顕著に現れ，ほとんど前

縁に達する。

雄の中脚雁節は太く膨らみ，長さは幅の約3．5倍であ

る（第2図4)。

雌：第8腹節の背板は背・腹方とも同じ幅かあるいは

腹方でやや狭まり，腹方にしわ状隆起を備える。

腹板は腹方で幅広い。

(5)0*"伽αZea"s(Guenee)(第5図9～10)

－28－－
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前迩長雄:12～14mm,雌:12～14mm・

雄：前・後迩とも強い黄褐色で,0.scap"〃"sや0．

zaguliaeviのような暗褐色を帯びることはない。前趨の

内横線，外横線，環・腎状紋は暗色であるが目だたな

い。内横線の内側，環・腎状紋間，外横線の外側は黄色

で縁取られるが，上記2種に比し外横線に沿う黄色帯は

細い。外横線の外方への湾曲は0.zagu"α‘Ujに比し弱

く,Cu,の2/5を横断する。

後趨はやや淡い暗褐色，前縁部は淡色。外縁部の黄色

紋はAlから前縁に達するが，幅は比較的狭い。

中脚腔節は太く膨らゑ，腔節の長さは幅の約3．5倍で

ある（第2図5～6)。

雌：前迩の外横線は外方に強く湾曲し,CU2から屈曲

しながら後縁3/5に終わる。後縁上の内横線と外横線

間の距離は1/4で短い。外横線の鋸歯が強く現れるこ

とは，0．zagu"α‘狐より0.c叩剛jα"sに似るが，本種

は黄色が強い。

genitalia雄：uncusの両縁はほぼ同じ幅で前方に向

かう。中央のlobeは非常に短く，両側方のlobeの先

端はやや側方に向かう。sacculusは長くthornは先端

によく集合する（第4図9～10)。

雌：第8腹節の背板は腹方に向かってやや狭まり，後

腹方に弱いしわ状隆起を持つ。腹板は後縁腹方に多少し

わ状隆起を備える。

Ⅱ和名について

1)日本産05"伽α向r"α‘α"sは，かつてはヨーロッ

パ産の0．〃u〃α"s(Hubner),Europeancornborer

と同一種と考えられ，和名をアワノメイガとしていた。

しかし,MutuuraとMunroe(1970)により，日本の

アワノメイガは0．〃ub"α"sとは別種の0.fur"α‘α"s

とされたが，和名はそのまま用いられてきた。その後，

アジヤアワノメイガの和名も与えられている（一色ら，

1957)が，常用はされていない。本種は日本における農

作物の重要害虫でもあり，和名の変更は紛糾の元となる

ためなるべく避けたいこと，また，和名は単純であるこ

とが望ましいので，アワノメイガはそのまま活用した。

2)0.or伽#α"sについてはわずかな採集例があるに

すぎないので，特に和名を与える必要はないと考える。

3)Mutuura(1957)は中脚腔節の太いOstriniaspp.

をMicγαc"s〃αγiα"sとしてフキノメイガの和名を与えた

が，後に0.scapulα"sをフキノメイガと新称している。

しかし，長い間多くの研究者がフキノメイガとしていた

ものの中には0.sc叩"Jα比0.zag""αβvi,0.zea"sの

主植物の関係が混同されていた例もあるので，この機会

に和名を下記のとおりに整理しておきたい。

0.sc叩"jα"＄アズキノメイガ（新称）

0．Zag"〃αeUjフキノメイガ

0.zea"sゴポウノメイガ（新称）

すなわち，上記のようにそれぞれの主要寄主植物名を

冠した和名とした。"0．scapulα"sフキノメイガ”は常用

されてはいるものの，必ずしも0.“叩幽jα"Jの適当な和

名とはいえない。むしろ，フキノメイガは0．zα“加加

に充てるのが妥当であろう。

0.sc叩"jα"sをアズキノメイガ，一方0.2噌邸"aeviを

フキノメイガとすることは多少の混乱を招くおそれもな

いではないが，あえてここで提唱し，整理をした。

ⅡⅡ寄主植物

上記5種について，農環研所蔵の飼育標本および六浦

の確認に基づく寄主植物を第1表に挙げた。

これによると,0.scapulα"sがもっとも多くの植物に

食入しており，また，他の4種ともそれぞれに共通した

寄主植物を持ち，かつ，その種類の多いことが注目され

る。

1)0．かr"α‘α"s：寄主植物は7科,16種。0.“叩測一

Jα"sに次いでもっとも多くの寄主植物を確認しており，

また，単子葉植物を主要寄主とする唯一の種でもある。

しかし，前記5種のうち，共通した寄主植物が認められ

るのは0．“叩"Jα"‘に限られ，双子葉植物への食入例

はきわめて少ない。

一方，フィリピンでトウモロコシを加害し，乾季には

ワタに食入するもの，台湾においてトウモロコシおよび

ヒマワリに食入するものは本種であることを確認した。

かつて，日本でも小尾(1940)が「棉に加害する粟野

娯蛾に関する研究」で，ワタ以外の寄主植物としてハン

ゴンソウ，トロロアオイ，タチアオイ，大麻，菜豆，小

豆，トウモロコシなどを挙げている。o.んγ"α‘α"sを含

む複数種の寄主植物を記録したと推定されるが，標本の

残されていない現在，ワタを加害していた主要種を確認

できないのは残念である。

2)0.oγ伽‘α"s：キク科の2種,ハンゴンソウとオナ

モミで，後者にはo・“叩"〃"sも食入する。

3)0.scα加肱"s：もっとも寄主植物の種類が多く(8

科，29種)，幅も広い。他の4種それぞれと共通宿主を

有し，その種類も多い（6科,15種)。すなわち,0.

んγ"α‘α"sとはイネ科のトウモロコシほか3種（オギ，ヨ

シ，ジュズダマは越冬幼虫を飼育羽化させたもの)，ナ

3種が含まれていた可能性もあり，したがって寄主と寄ス科のトマト，ナス，タデ科のタデアイ，ギシギシ，ア

ー‐29－
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第1表寄主 植 物
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**Philippines

オイ科のオクラ，マメ科のインケンが挙げられるが，単ら採集されているが，いずれも0．sc叩〃α"sの寄主植

子葉植物への食入はまれである。また，アズキ，インケ物でもある。

ンなどの主要害虫でもある。

4)0.zagu"αevi:キク科のフキ1種を確認したにす本属のnativehostはタデ科と推定されているとおり，

ぎない。これは0.sc叩"〃"sと共通した寄主である。これらの5種もタデ科植物をかつては共通の寄主植物と

5)0．Zea"s：キク科のゴボウ，ダリア，アザミ類かして，しだいに食草の範囲を広げ，あるいは特化して

－30－
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いったものであろう。また，多様な寄主植物に食入する

0．/""αcα"s,0.scapulα"sはなお分化の可能性を持っ

ていると考えられる。

一方，雄の中脚腔節．genitaliaなどの形態的特徴か

ら見ても，原始的とみなされる0.九γ"αcα"s・0．ori‐

”α"s→0.s‘叩〃α"s→0．zα拠加"i・0．zβα"sへと分化

の過程が見られ，食餌植物と大きくかかわってきている

ことがわかる。

おわりに

飼育標本を寄せられた多数の方々（北海道農業試験

場，平井剛夫，市原伊助，中須賀孝正,SuPingHung,

斉藤修，竹内節二，立石曇，上住泰氏らほか）に

厚く御礼申し上げるとともに，今後も寄主植物に関する

情報を提供されるようお願いしたい。
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新しく登録された農薬（61.12.1～12.31）

掲載は，種類名，有効成分及び含有量，商品名（登録年月日)，登録番号［登録業者（会社）名]，対象作物：対象

病害虫：使用時期及び回数などの順。（…日…回は，収穫何日前まで何回以内散布の略）（登録番号16626～16637ま

で計12件）

『殺虫剤』アセフェート乳剤
ピリダフェンチオン・MEP水和剤アセフェート10.0%

ピリダフェンチオン15.0%,MEP30.0%オルトラン乳剤61.12.11)
ピンナップ水和剤(61.12.11)16632(北興化学工業）
16626(八洲化学工業）ばら・きく：アブラムシ類，さくら：アブラムシ類・ア
リんご：モモシンクイガ：45日3回，なし：シンクイムメリカシロヒトリ，つばき：チャドクガ
シ 類：45日3 回 ダ イ ア ジ ノ ン ・ マシン油・マラソン乳剤

ホサロン・NAC水和剤ダイアジノン1.0%,マシン油80.0%,マラソン1.0%
ホサロン20.0%,NAC40.0%スケルサイドA乳剤(61.12.11)
ゾリノック水和剤(61.12.11)16633(八洲化学工業）

16627(三明ケミカル）りんご：リンゴハダニ：冬期叉は芽出直前直後，なし：
かんきつ：コアオハナムグリ・ケシキスイ類：開花期但ハダニ類：冬期，おうとう：リンゴハダニ：冬期

し100日前2回，茶：チャノキイロアザミウマ・チャイソキサチオン水和剤
ノホソガ・チャノミドリヒメヨコバイ：20日1回イソキサチオン40.0％

ダイアジノン・MTMC・PHC粉剤カルホス水和剤(61.12.11
ダイアジノン3.0%,MTMC2.0%,PHC1.0%16634(北海三共）

サンジノンM粉剤DL(61.12.11)もも：クワシロカイガラムシ:60日3回，かき：カキノ

16629(三笠化学工業),16630(日本特殊農薬製造）ヘタムシガ:30日1回,みかん：ヤノネカイガラムシ．
稲：ツマグロヨコパイ・ウンカ類・コブノメイガ・イネサンホーゼカイガラムシ・コナカイガラムシ類:30日

ドロ オイムシ:21日4回4回，キャベツ・はくさい：ケラ・コオロギ：植付時
DCIP・MEP乳剤～生育初期2回， と う も ろ こ し ： ハ リ ガ ネ ム シ ： 播 種
DCIP15.0%,MEP50.0%前種子粉衣，茶：コカクモンハマキ．チャノホソガ．

ノックデー乳剤(61.12.11)クワシロカイガラムシ:14日1回

16631(八洲化学工業）ピリダフェンチオン・NAC水和剤
ぶどう：プドウトラカミキリ：発芽前（休眠期)，みかピリダフェンチオン20.0%,NAC40.0%
ん：ゴマダラカミキリ：産卵最盛期（6～7月）但しダブルナック水和剤(61.12.11)
収穫14日前まで，もも：コスカシパ：発芽前（休眠16635(トモノ農薬）
期)，桑：カミキリムシ類：発芽前（3～4月）及び夏みかん：コアオハナムグリ・ケシキスイ類：開花期2回
切直後 （35ページに続く）
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